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ナンプレ　メガ盛りソルバー　LITE15 for Excel

１．本プログラムの概要

エクセルのマクロを使って、ナンプレの９×９の問題と、合体ナンプレ（複合ナンプレ）等を解くプログラムです。本プログラムはシェアウエアなので、窓の杜からパスワードを入手してから御使用下さい。

①９×９問題を、一度に１５面まで、まとめて解くことができます。

②合体情報を入力すれば、合体ナンプレも解けます。

③合体ナンプレは、定型のものはもちろん、カスタマイズすれば面数（１５面以下）、重なり具合に関係なく解くことができます。

④４面、５面の合体ナンプレのヒナ型もあります。

⑤ユーザー指定条件を設定することも可能です。対角ナンプレ、カラーナンプレなどに対応した条件を設定することにより、対角ナンプレ、カラーナンプレ、対角付き合体ナンプレ、カラー付き合体ナンプレ等も解くことが可能です。

⑥解が複数ある場合でも、指定した数まで計算することが可能です。

⑦エクセル上で動作するので、コピペ、問題の修正、印刷、解析後の切り貼りなどに便利です。ＯＣＲソフトを使って問題を読み込んで、コピペで貼り付けると入力の手間が減ります。

なお、一差ナンプレ、演算ナンプレのように、同一面内の数字に連動するものには使えません。
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３．画面の説明

(1)sheet_fukugouワークシート

画面の左側から順に説明します。

①ボタン（列A~C)

「解析」、「戻す」、「クリア」の３つのボタンがあります。

解析：問題入力エリアにある問題を解きます。「解析」を最初にクリックするときに、パスワードを入力してください。２度目からは入力不要になります。

戻す：解析のあと、解析前の状態に戻します。

クリア：問題入力エリア、ナンバーカウントエリア、重なり入力エリアを初期化します。問題を消して、重なりエリアを初期状態にしますが、対角ナンプレなどのユーザー指定条件はそのまま残ります。

②問題入力エリア（列D～N)

緑色のエリアの中にある面に、上の面から順に数字を入れていきます。１面から使用可能で、１５面まで使用できます。

③ナンバーカウントエリア（列AK~AS)

合体ナンプレを解くときに使用します。

④重なり入力エリア（列AU~列BC)

合体ナンプレを解くときに使用します。

⑤設定入力エリア（列CF、CG）

プログラムの動作を設定するときに使います。ユーザーが指定可能な欄は緑色に塗ってあります。

解の数の上限値：別解を計算する場合、何番目までの解を計算するか指定できます。

解析面の数：問題入力エリアで、使用する面の数を指定します。１面だけ使用する場合は「１」を、複数面使用する場合は、その面の数を入力します。

仮置順序：複数面使用するときに、仮置法で数字を置く順番を決めます。「全面」はすべての面から所定の順番に仮置きします。「各面」は、問題入力エリアの面の上の面から順に仮置きします。問題の中身によっては計算時間が若干違うことがあります。

USER指定条件：対角ナンプレ、カラーナンプレに合った条件をオプションで追加することができます。初期状態では、条件１に第１面の対角ナンプレの条件が、コメント文として入力してあります。仮置法で、数字が０のとき計算続行、１以上のときは新たな数字を仮置して再開します。

⑥解答エリア（列CI～CT）

解が見つかったとき、ここに表示されます。

⑦対角ナンプレ　条件設定エリア（列DF～DI)

(2)問題チェックシート(９×９)　ワークシート

左上のグレーの領域に問題を入力します。問題がナンプレのルールにのっとって正しく入力されている場合は右上に「合格」、ルールに違反している場合は「不合格」と表示されます。１～９以外の数字は無視されます。

(3)「５面１」、「４面１」

合体ナンプレの定型問題の入力用ワークシートです。ここに問題を打ち込んで、一番近い「解析」をクリックすると、sheet_fukugouワークシートに問題をコピーして、自動的に計算を開始します（書き戻す機能はありませんので、手作業で写しとってください）。

４．９×９問題の解き方

(1)準備

①エクセルのマクロが使えるように設定する。

②エクセルファイルを開く。

１面の問題を解く場合

①ワークシートの「sheet_fukugou」を開く。

②解析面の数に、解析面の数を入力する。

③解析面の数に「１」を入力する。

④「解く」ボタンでプログラムを起動する。

　入力した問題は、ワークシート左下のピンクの枠内にコピーされる。

⑤計算結果が表示される。

(3)複数面を解く場合

①ワークシートの「sheet_fukugou」を開く。

②問題入力エリアの一番上から順に問題を書き込む。空の面があると、問題が解けませんので注意してください。

③問題入力エリアの一番上の面に問題を書き込む。

④「解く」ボタンでプログラムを起動する。

⑤解析結果が表示される。

(4)元に戻す

解析前の状態に戻す：「戻す」ボタンをクリックする（計算用の設定は残ります）。

新しい問題が入力可能な状態にする：「クリア」ボタンをクリックする（計算用の設定は解除されます）。

(5)解の確認

プログラムは解の確認をしながら解析しており、ルールに違反した解が出ることはありませんが、更に検算する場合は、「問題チェックシート」で検証します。

①ワークシート「チェックシート」を開く

②左上の灰色のゾーンに問題・解答を入れる

③問題の右上に「合格」と表示されていれば、数独のルール通りに数字が並んでいる。

④全マス埋まっていれば、正解。

(6)解析の中断と再開

・解析を中断するのは「Ctrl＋Break」

・中断状態から再開できませんので、「戻す」で解析前の状態にしてから「解析」してください。

対角ナンプレの解き方（ユーザー指定条件の使用）

第１面の対角ナンプレ

ユーザー指定条件１（セルCG31）の数式の冒頭の’を削除して、コメント文を解除してください。

説明：対角ナンプレは、ユーザー指定条件を使って解きます。第１面の条件が領域（DF6:DH17）にあり、DG17が０なら対角条件を満たす、１以上なら対角条件違反となるように作ってあります。これをユーザー指定条件１（セルCG31）で引用すればＯＫです。

第２面以降の対角ナンプレ

第１面の対角ナンプレ条件（領域DF6:DH17）のコピーを２０セル下に作り、ユーザー指定条件２で引用してください。引用のしかたは、ユーザー指定条件１（セルCG31）を参照してください。

６．カラーナンプレの解き方

対角ナンプレのユーザー指定条件１を参考にして、カラーナンプレの式を作ってください。式の中のcountif関数の指定セルを打ち変えれば条件が作れます。

合体ナンプレ（４～５面、ヒナ型使用の場合）

ワークシートの「５面１」、「４面１」のヒナ型が使える場合は、これを使います。

手順は以下の通りです。

①ヒナ型の中に問題を打ち込んで、一番近くにある「解析」をクリックします。

②「sheet_fukugou」ワークシートに問題をコピーする作業、重なり入力、解析作業をすべてプログラムが自動で行います

③「sheet_fukugou」ワークシートに解が表示されます。

※ヒナ型に書き戻す機能はありませんので、計算結果を再現するには、紙に書き写すか、他のワークシートにコピーしてください。

８．合体ナンプレ（２～３面）

(1)２～３面程度の、簡単な合体ナンプレの解き方です。

①「クリア」をクリックする。

②問題を、複数の面に分けて入力する。

③解析面の数（セルCG3)を入力する。

④複数の面にまたがる重複セルは、どちらかのセルの数値を演算子「＝」で引用し、連動するように設定する。このとき、１個のセルの式を設定しておき、

「編集→形式を指定して貼り付け→数式」でコピーすると、入力が楽になります。

　（橙色の部分が重複セル）


[image: image1.wmf]第１図　複合セル（橙色）

⑤「解析」をクリックする。

計算が長時間になるようであれば、次章「合体ナンプレ（４面以上）」の方法を試す。

(2)リレーナンプレ

リレーナンプレは、合体ナンプレと同様に、セルの数値を演算子「＝」で引用し、連動するように設定すれば解けます。

９．合体ナンプレ（４面以上）

４面以上の、難度が高い合体ナンプレを解く場合は、重なり入力エリアを使う必要があります。重なり入力エリアを使うと、４～５面の問題の場合、解析速度が数十倍くらい速くなります。

①「クリア」をクリックする。

②問題を、問題エリアの複数の面に分けて入力する。

③解析面の数（セルCG3)を入力する。

④複数の面にまたがるセル（重複セル）は、どちらかのセルの数値を演算子「＝」で引用し、連動するように設定する。

⑤前記④の重複セル（引用元側のセル）に対して、重なり入力の設定をする

　（重なり入力の設定方法は「１０．重なり入力エリアの設定方法」参照）。

　重なり入力は必須ではありませんが、入力がないと計算速度が大幅に低下し、４面以上

　の問題では１晩放置しても解けない場合があります。４面以上では、必ず入力するよう　

　にしてください。

⑥「解析」をクリックする。

⑦解が表示される。

⑧解析が終わったら、解を確認し、適切な場所にコピーをとってください。

⑨「クリア」をクリックして、初期状態に戻してください。

１０．重なり入力エリアの設定方法

「sheet_fukugou」ワークシートの問題入力エリアとナンバーカウントエリア、重なり入力エリアは、ヨコ方向に並ぶ３枚が連動するように設定されています。第２図では、たとえば、赤色のセルL12,AR12,BB12が１組となって連動しています（他のセルも同様）。


[image: image2.wmf]第２図　問題入力エリア、ナンバーカウントエリア、重なり入力エリアの連動セル（赤色）
第２図で、赤色をつけた１組３個のセルについて着目すると、ナンバーカウントエリアのセルは、問題入力エリアのセルのタテヨコＢＯＸにある数字の情報を読みにいきます。第２図の場合、プログラムが６または９を指定したときに、ナンバーカウントエリアのセルが１に、その他の場合は０になります。
第３図では、問題エリアの第１面の赤色のマス（L12)が、第２面の橙色のマス（F26）と重なっていたとします。橙色のマスF26には、赤色マスL12を引用するため、"=L12"が引用されています。


[image: image3.wmf]
第３図　重複セル

このとき、第１面の６，９だけでなく、第２面の２，４，５も赤色・橙色マスに置けません。それをプログラムに認識させるため、重なり入力エリアの赤マス（BB12)にはナンバーカウントエリアの赤色マス（AP12)と、橙色マス（AL26）の和をとるようにします。

すなわち、

BB12＝AP12＋AL26　（セルBB12に"=AP12＋AL26"を入力）　とします。

なお、計算式で演算子"$"は使わないほうが、コピーしやすいので便利です。

BOX内のセルは、「編集→形式を指定して貼り付け→数式」でコピーすると、入力が楽になります。

橙色のセルは、赤色と連動するので、プログラムでは入力しません。橙色のセルは重なり入力エリアは入力不要です。初期状態のままで使用してください。

詳しくは、ワークシートの「５面１」、「４面１」のヒナ型から出力される式を参照してください。
プログラムのアルゴリズムの概要

プログラムでは、

①タテヨコの基本手筋、

②ｎ国同盟（ｎ＝２～５）、

③Sword Fish（２列）, Jelly fish（３列）．．．Squirmbag（５列）

④仮置法

の４種類のテクニックを使用しています。

これらのテクニックは、下記のホームページを参照してください。

　　http://www.geocities.jp/master_mishichan/
第１段階で①～③のテクニックを使い、第２段階で更に仮置法を併用しています。
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お問い合わせの前に（FAQ)

問題が解けない

①まず、問題が正しく入力されているか確認してください。

　問題が正しく解けず、計算がすぐに終了する場合、最初からナンプレ条件に合っていないと考えられます。

②前の問題の条件や数字が残っていないか確認してください。

画面をスクロールしたら、入力したはずの数字が消えている

エクセルにバグがあるようです。時々、ヨコ１行単位でデータが表示されないことがあります。この場合、表示されないエリアを選択するか、数字が入っているセルを１個選んでEnterキーを押すと、復活します。

デザイン・配色が悪い

入力可能エリア（緑色の部分）は、適宜カスタマイズしてください。

他の部分のデザイン・配色は、作者のセンスが悪い、とあきらめてください。

解析面数を増やしてほしい。

解析面数を増やすのはさほど困難ではありませんが、プログラムの動作速度が低下したり、リソース不足でプログラムの動作が不安定となる場合があります。公開版では１５面程度で勘弁して下さい。

動作不安定

動作が不安定となる場合は、同時に開いているウインドウ数を減らしてください。

サポート等について

質問、苦情等については可能な限り対応いたします。

ただし、同一内容の質問が多い場合や、プログラムの実行に支障がない場合には、プログラムまたは取扱説明書の修正で対応させていただく場合がありますので、御了承下さい。

特定の問題について

プログラムの動作確認は可能な限り行っておりますが、特定の問題で不具合が発生する場合があります。特定の問題に関するお問い合わせのときは、問題を写し取ったＰＤＦファイルを添付したものをお送り下さい。

１６．使用条件

再配布等について

本プログラムの配布は、ベクターの「窓の杜」を経由するもののみといたします。再配布は作者の許可なく行わないでください。

ソースコードについて

本プログラムに対してプロテクト破り、逆アセンブル等を行い、プロテクトがかかっている非公開部分のソースコードを閲覧する行為を禁止いたします。また、本プログラムのソースコードうち、非公開部分を改変する行為は著作権法に抵触する場合がありますので、絶対に行わないでください。

免責

本プログラムの使用結果に基づく損害について、作者は責任を負わないものとします。

また、質問、苦情への対応は、作者が必要と認めたものに限らせていただきます。また、質問・苦情への回答期限の設定には応じられませんので、御容赦下さい。
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2009/10/22　Ver.1.00　ヒナ型を増やしました。

2009/10/24  Ver.1.20  解析用ワークシートのレイアウトを修正

作者メールアドレス

かずし。

qq8m5vw9n@coast.ocn.ne.jp

以上

_1234567891

_1234567892

_1234567890

